
九産大硬式野球部
第45回記念 明治神宮野球大会出場
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献
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。
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懸
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と
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今。
た
し
ま

、
て
け
付
に
身
を
術
技
の
ル
ベ
レ
い
高
り
よ、
は

。
た
し

で
ト
フ
ラ
ド
が
手
投
博
智
田
浜

名
指
位
2
ら
か
ズ
ン
ゴ
ラ
ド
日
中

九産大サッカー部
第63回全日本大学サッカー選手権大会出場

リーグ得点王に輝いた
無津呂選手

試合に勝利後の
サッカー部の
選手たち

九州共立大戦の様子

が
手
選
也
達
中
田
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九州大学野球選手権大会表彰式後の選手たち

明治神宮出場を決め喜びを分かち合う選手たち

「バンザイ投法」とも言われる変則
フォームの左腕

準決勝で力投を見せる
浜田投手

決勝の日本文理大戦でノーヒット
ノーランを達成した高良投手

宮崎県宮崎市出身。183センチ、75キロ。左投・左打。
５歳の時から野球を始め、高校３年の春、甲子園に出場。
九産大では１年次春から福岡六大学野球のリーグ戦に
出場し、2014年7月にはハーレムベースボールウィーク
の大学日本代表に選ばれた。

浜田 智博 投手

あ ん な コ ト ＆ こ ん な コ ト【 受 賞 ・ 表 彰 、 催 事 活 動 情 報 】

全国大会出場が確定し、喜ぶ九産大イレブン

俊足を生かした突破力が持ち味

福岡県福岡市出身。172センチ、69
キロ。FW。7歳の時からサッカーを始め、
2005年にアビスパ福岡Ｕ－15に所属。
九産大では１～3年次まで九州大学選抜
チームに選出。大学1年次より、ロアッソ
熊本特別指定選手としてプレー。

田中 達也 選手
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第15回 上野彦馬賞
―九州産業大学フォトコンテスト―表彰式

「ネパールでもあまり知ら
れていない現実を、現場
から伝えたいと思い取り
組んできたテーマです。
人の表情など何気ない
瞬間を見逃さないように
心掛けました」と上野
彦馬賞を受賞した藤元
敬二さん

藤元さんの作品「Missing Half～ネパールの
少女売買」（４枚組のうちの１枚）

島袋さんの作品「雨上がり」

2カ月にわたり、古賀
市内6カ所の橋の劣
化状況の検査を行
いました

九産大が開発した検査方法を使って
古賀市との連携による橋の調査を実施

「卒業研究である
今回のプロジェク
トが、地域との交流
に役立てて良かっ
たと思います」と
佐藤さん

灯籠は、地域の複数の保育園の
園児たちが制作。家族をテーマ
に描きました

地域に根ざした九産大
にちなみ、木の形をイメー
ジして並べられた灯籠。
学内が温かい光で包ま
れました
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地域との交流を広げる光のプロジェクト
DREAM ART GARDEN 2014 
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工学部 住居・インテリア設計学科4年 佐藤 史弥さん（九産大付属九州産業高校）

工学部 都市基盤デザイン工学科 
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が
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問
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。
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縄
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岡
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憧
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光
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医療診断技術開発センターの研究施設を開設
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光
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光
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光
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携
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光
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で
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。
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　美術学科の金属工芸コースでは、鏨と呼ばれる金

属用のノミで金属を彫り、作品を制作していきます。

彫り直しができない一彫りで表現するために、高い

集中力に加え、多くの時間が必要となる作業です。

　美術学科２年の青木北斗さん（福岡工業高校）が

昨年制作した作品「一か八か」は、水中の鯉が水面の

蛙を捕らえようとする様子を表現しました。新講師は

「繊細かつ大胆な表現とその随所に見られる新たな

試みが詰まっており、緊張感と伸びやかさが相まった

見応えのある作品」と評価しています。

「実験室でうまくいったことが、現場では通用し
ないこともありました。大変でしたが、やりがいの
大きい調査でした」と笑顔で振り返る久保さん

綴木さんの作品
「ナイスキャッチ」

ぶ
い

た
う

青木さんの作品「一か八か」

教員による学生作品講評（芸術学部美術学科：新啓太郎講師）
たがね
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「やりたくないときほど、勉強するように心掛けました」
と合格のコツを話す寺嶋さん

1年次から計画的に勉強し、たくさんの資格を
取得しました
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床
臨
の
身
出
区
治
自
ル
グ
イ
ウ
疆
新
国
中

の
ビ
レ
テ、
が
ん
さ
ル
ミ
リ
グ
の
年
4
科
学
理

　

岡
福、
は
の
る
い
て
し
当
担
が
ん
さ
ル
ミ
リ
グ

る
え
伝
を
力
魅
の
内
県
が
生
学
留
の
住
在

ケ
ロ
に
日
い
な
の
業
授。
」
見
発
新
か
お
く
ふ
「

、
も
に
他

の
組
番
う
い
と」
N
A
P
A
J
！
O
L
L
E
H
「

。
た
し
ま
し
験
経
も
ケ
ロ
の

　

材
取。
ん
さ
ル
ミ
リ
グ
の
徒
教
ム
ラ
ス
イ

が
材
食
い
な
れ
ら
べ
食
ら
か
由
理
の
上
教
宗、
中

代
に
人
の
他
を
材
取
て
き
て
出

も
と
こ
う
惑
戸
ど

は
ん
さ
ル
ミ
リ
グ。
た
し
ま
り
あ

い
違
の
化
文
の
族
ル
グ
イ
ウ
と
本
日、
で
ケ
ロ
「

。
す
ま
り
な
に
強
勉、
で
の
る
あ
も
と
こ
る
知
を

。
た
し
ま
り
語
を
夢
と」
ね
す
で
い
た
し

「全国大会でもいいレースをして、初代チャンピオンを
目指します！」と意気込む小山さん（右）と松本さん（左）

試合当日は、小山さんが走行を担当、松本さんがプログラ
ミングを担当。本番は練習よりもいいタイムが出せました

入賞したダンさん。大会当日はベトナムの
民族衣装を着てスピーチしました

8人の出場者のなかで見事3位に
選ばれました（ダンさん：写真中央）

 乾ゼミナール グループ商学部 観光産業学科

「海外旅行企画コンテスト」で
最優秀賞受賞

　

。
た
し
ま
し
賞
受
を
賞
秀
優
最、
で
ト
ス
テ
ン
コ
画
企

　

的
目
を
と
こ
る
図
を
興
振
の
行
旅
外
海
の
者
若

、
は
画
企
た
し
賞
受。
ト
ス
テ
ン
コ
の
こ
た
し
に

を
流
交
の
士
同
者
若
の
で
学
大
の
湾
台、
く
な
で

外
海
の
者
若、
ん
ろ
ち
も
は
ア
デ
イ
ア、
は
で
考
選

。
た
し
ま
れ
さ
価
評、
が
ろ
こ
と
る
い
て
し

　

、
は）
校
高
方
直
（ん
さ
明
和
鍋

変
大
は
の
る
げ
上
め
と
ま、
で
中
い
な
が
間
時
「

」
す
ま
い
思
と
た

。
た
し
ま
し
話
を
び
喜
の
賞
受
と

　

九産大留学生が
TVリポーターとして活躍中！

【最優秀賞】津田 華澄さん（八幡中央高校）
【優秀賞】永野 日向子さん（武蔵台高校）、柿山 ゆかりさん（折尾高校）
【佳作】金子 未来さん（筑陽学園高校）、築地原 涼子さん（三池高校）、
　　　安樂 葉月さん（筑前高校）

「全国地域安全運動モデルポスターコンクール」
（一般の部）で最優秀賞を受賞

　

犯
防
県
岡
福、
が
ん
さ
田
津
の
年
1
科
学
ン
イ
ザ
デ

成
平
「る
す
催
主
が
会
合
連
会
協

26

安
域
地
国
全
度
年

作
佳、
賞
秀
優、
た
ま。
た
し
ま
し
賞
受
を
賞
秀
優
最、
で

数
総
募
応。
賞
受
が
生
学
の
年
1
科
ン
イ
ザ
デ
も

学
本
を
賞
る
れ
ら
え
与
に
人
6、
ち
う
の
点
0
9
2

。
た
し
ま
し
占
独
が
生
学

　

り
振、
は
品
作
の
ん
さ
田
津
た
し
賞
受
を
賞
秀
優
最

意
注
の
へ
欺
詐
「。
た
し
ま
げ
上
仕
ら
が
な
し
換
交
を

イ
い
怖
で
象
印
一
第、
で
の
な
の
も
る
け
か
び
呼
を

の
賞
受
で
顔
笑
と」
ね
す
で
い
し
れ
う
ば
れ
き
で
献
貢

。
た
し
ま
り
語
を
び
喜

情報科学部 情報科学科4年 小山 勝弘さん（中村学園三陽高校）、松本 啓輔さん（福岡西陵高校） 経営学部 国際経営学科4年 ダン ミン タオさん（ベトナム出身）

ロボコン「スマートデバイスＧＰ」で1位入賞

　

の
ん
さ
本
松
と
ん
さ
山
小
の
年
４
科
学
科
報
情

10
月
18

、
た
れ
わ
行
に）
土
（日

を
出
進
会
大
国
全、
り
な
に
位
１
で
会
大
岡
福

み
組
が
自
各、
は
ト
ス
テ
ン
コ
の
こ。
た
し
ま
め
決

。
す
で
の
も
う
競
を

　

グ
ロ
プ
で
中
の
間
時
い
短、
は
日
当
会
大。
た
し

テ
ン
コ
で
態
状
の
ト
ス
ベ、
し
整
調
を
グ
ン
ミ
ラ

返
り
振
を
ト
ス
テ
ン
コ
と」
た
し
ま
め
臨
に
ト
ス

。
た
し
ま
り

　

土
弥
亜
田
上
の
年
４
科
学
同、
は
で
会
大
岡
福

央
中
紫
筑
（ん
さ
貴
将
路
山
と）
校
高
都
京
（ん
さ

園
学
村
中
（ん
さ
平
瞭
本
松
と）
験
試
定
認
度
程

「女子留学生日本語弁論全国大会」で第3位に入賞

　

年
4
科
学
営
経
際
国、
生
学
留
の
身
出
ム
ナ
ト
ベ

年
昨、
が
ん
さ
ン
ダ
の

10
月
12

た
れ
わ
行
に）
日
（日

第
「

18

」
会
大
国
全
論
弁
語
本
日
生
学
留
子
女
回

。
た
し
ま
し
賞
入
に
位
3
第
で

　

る
す
催
主
が
合
連
性
女
和
平
界
世
O
G
N
連
国

賞
秀
優
最
の
域
地
の
つ
８
国
全、
は
に
会
大
の
こ

。
た
し
ま
い
競

　　

も
に
会
大
論
弁
語
本
日
生
学
留
の
大
産
九

論
弁
の
大
産
九
「。
ん
さ
ン
ダ
た
い
て
し
場
出
年
毎

の
会
大
国
全。
た
し
ま
ち
立
役
は
験
経
場
出
の
会
大

日商簿記検定1級、
全国経理教育協会簿記能力検定上級合格

　

と
関
難、
年
昨、
が
ん
さ
嶋
寺
の
年
4
科
学
済
経

育
教
理
経
国
全
と
級
1
定
検
記
簿
商
日、
る
れ
わ
い

ま
し
格
合
に
級
上）
記
簿
経
全
（定
検
力
能
記
簿
会
協

。
た
し

　

に
次
年
2。
ん
さ
嶋
寺
た
め
始
を
強
勉
の
記
簿、
て
し
用
利

。
た
し
ま
し
格
合
に
級
2
に
次
年
3、
級
3
記
簿
商
日

う
い
と
士
計
会
認
公、
に
ち
う
る
す
を
強
勉
の
記
簿

り
な
に
う
よ
す
指
目
て
し
と
事
仕
の
来
将、
り
知
を
業
職

験
試
士
計
会
認
公
る
あ
で
格
資
家
国、
は
今。
た
し
ま

へ
級
1
定
検
記
簿
商
日
「。
す
で
中
強
勉
て
け
向
に

」
す
ま
ち
立
役
に
強
勉
の
験
試
士
計
会
認
公、
も
戦
挑
の

の
た
し
用
利
を
座
講、
は
験
試
記
簿
「。
ん
さ
嶋
寺
と

格
合
に
験
試
士
計
会
認
公、
は
標
目
の
今。
す
ま
い
思

野
視
も
立
独
は
来
将、
し
得
取
を
格
資
く
早。
と
こ
る
す

夢
の
来
将
と」
す
ま
い
思
と
い
た
き
い
て
し
を
事
仕、
に

。
た
し
ま
り
語
を

芸術学部 デザイン学科1年 津田 華澄さん（八幡中央高校）経済学部 経済学科4年 寺嶋 翔士さん（高校卒業程度認定試験）

ＦＢＳ「ふくおか新発見」（毎週土曜日
16:55～17:00）に出演しています

番組で元気いっぱいのおしゃべりと明るい笑顔で、
福岡の魅力を伝えるグリミルさん

最優秀賞を受賞した
津田さんの作品

「入学後、やりたいことが増えました。
早く打ち込めるテーマを見つけたい
ですね」と話す津田さん

乾ゼミナールのメンバー、眞鍋 和明さん
（直方高校）、黄 虹瑋さん（台湾）、堺 愛里
さん（久留米信愛女学院高校）、矢原 優治
さん（博多青松高校）

眞鍋さんは「グループ以外の仲間も、差
し入れを持ってきたり、励ましてくれたり
しました」と感謝を述べました

4年 グリミル ジュラティさん（中国 新疆ウイグル自治区出身）国際文化学部 臨床心理学科



「初心を忘れず、描き続けます」と
笑顔で話す梶野さん

梶野さんの受賞作「パパラべー①」

「第70回福岡県美術
展覧会（県展）」の洋画
部門で県知事賞受賞

　

ん
さ
野
梶
の
年
1
攻
専
現
表
形
造

第
「、
が

70

会
覧
展
術
美
県
岡
福
回

画
洋」
）
展
県
（

賞
秀
優
最、
で
門
部

。
た
し
ま
し
賞
受
を
賞
事
知
県
る
あ
で

と
人
友
の
代
時
校
高、
は
作
賞
受

　

と
人
友
で
ま
れ
こ
「は
ん
さ
野
梶

を
い
思
の
へ
間
時
た
き
て
ね
重
み
積

が
分
自、
は
後
今。
た
し
ま
め
込
に
絵

き
い
て
い
描
を
の
も
る
き
で
得
納

。
た
し
ま
し
話
を
意
決
と」
い
た

　

画
本
日、
も
に
他
の
ん
さ
野
梶

第
で
門
部

70

部
学
術
芸
を
賞
念
記
回年

２
科
学
術
美

ん
さ
菜
里
真
司
赤
の、

が）
校
高
台
紫
筑
（

日
朝
で
門
部
画
洋

真
山
外
の
年
４
科
学
同
を
賞
社
聞
新

、
が）
校
高
園
学
崎
宮
（ん
さ

門
部
刻
彫

術
芸
院
学
大
を
賞
社
聞
新
日
朝
で

ん
さ
美
由
真
村
今
の
年
1
科
究
研

れ
ぞ
れ
そ
が）
校
高
世
新
け
あ
り
あ
（

。
た
し
ま
し
賞
受

「第18回全国きもの
デザインコンクール」で
優秀賞（銀賞）受賞
芸術学部 美術学科2年 
赤司 真里菜さん（筑紫台高校）

大学院芸術研究科 造形表現専攻1年 
梶野 萌実さん（九産大付属九州高校）

　

、
が
ん
さ
司
赤
の
年
２
科
学
術
美

合
連
織
染
国
全

第
「の
催
主
会

18
回銀

（賞
秀
優、
で）
部
の
描
手
／
般
一
（

。
た
し
ま
し
賞
受
を）
賞

　

の
の
も
た
し
募
応、
に
時
の
生
年
1

計
時、
は
作
賞
受。
た
し
ま
し
賞
受
事

ど
な
現
表
の
色
い
白、
で
ン
イ
ザ
デ

。
た
し
ま
き
描
て
し
か
生
を

　

や
ペ
ン
コ、
は
後
今
「は
ん
さ
司
赤

」
す
ま
い
思
と
い
た
け
続
を
戦
挑
て

。
た
し
ま
べ
述
を
負
抱
と

「第62回ニッコール
フォトコンテスト」で
推選を受賞
芸術学部 写真映像学科1年 
比嘉 緩奈さん（浦添工業高校）

「高校時代から撮り続けている地元の
市場の写真です。評価してもらえてうれ
しい。今後は、自分が何のために写真
を撮るのか、その意義を見つけていき
たいと思います」と話す比嘉さん

「僕らのまち」

白い地色に
水色の時計
草が映える赤
司さんの作品

　

　英
田
濱

会
学
数
本
日、
が
授
教

」
賞
学
析
解
度
年
4
1
0
2
「り
よ

。
た
し
ま
し
賞
受
を

　

解
び
よ
お
学
析
解、
は
賞
学
析
解

て
い
お
に
野
分
る
す
連
関
に
学
析

展
発
の
学
数、
げ
挙
を
績
業
い
し
著

与
授
し
対
に
者
究
研
た
し
与
寄
に

、
の
授
教
田
濱。
す
で
の
も
る
れ
さ

分
微
r
e
n
w
e
o
L
の
数
変
多
「

則
正
の
上
球
位
単
質
等
と
式
程
方

。
た
し
ま
れ
さ
価
評
が」
究
研
の
像
写

　

力
精、
は
度
の
こ
「、
は
授
教
田
濱

容
内
究
研
た
き
で
ん
組
り
取
に
的

れ
う
も
て
と、
き
だ
た
い
価
評
ご
を

学
数
も
で
し
少、
て
ね
重
を
動
活
究
研

い
思
と
ば
れ
き
で
献
貢
に
展
発
の

。
す
ま
い
て
し
話
と」
す
ま

日本数学会より
「2014年度解析学賞」
受賞
工学部 バイオロボティクス学科 
濱田 英　教授

賞状を手に受賞の喜びを語る濱田教授

業績題目：多変数のLoewner微分方程式
　　　　 と等質単位球上の正則写像の
　　　　  研究
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